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地域日本語教育に関わる方や関心のある方

日本語学習をしたい方

よこはま日本語学習支援センター

日時

参加
者数

日本語教室をとおして実現する多文化共生
～国際交流の輪を広げよう！～

場所

●マイクロアグレションという視点、普段は
考えないことを考える、気づくことの
大切さを感じた。

●想像していたよりも「日本語教室」や
「多文化共生」の奥が深いことを知りま
した。今の自分には足りないことが多
いと感じました
●色々と考え方をしれて楽しかった。
日本語教室・ラウンジの実際の話を
聞けてよかった。

●「多文化共生」の話を聞いていると、日
本人の間でも気を付けなければいけ
ないことも多くあると感じ、人が一緒
に関わりをもって生活していることを改
めて感じた。

参加者の声

対象

講師

2022年11月22日・29日・12月6日（火）全3回
13：30～16：30

渋谷実希さん（東京大学教養学部非常勤講師）

横浜市社会教育コーナー

36人（のべ参加者数76人）

・外国の方のサポートをしてみたい方
・外国の方とのコミュニケーションに興味がある方
・今後磯子区で活動してみたい方

取組3-9
2022年12月

開催 主催：磯子区役所地域振興課
共催：公益財団法人横浜市国際交流協会（YOKE）

今年で3年目になる地域日本語教育推進モデル地域の磯子区で、「日本語教室をとおして実
現する多文化共生」講座を実施しました。
磯子区では2023年2月に新しい多文化共生拠点「いそご多文化共生ラウンジ」の設立を控え

ていましたので、多文化共生の理解促進にフォーカスした講座を企画しました。
外国人と日本人が互いの理解を深め、地域多文化共生のまちづくりに寄与することと、多文

化共生に興味のある方々が日本語学習支援への理解及び活動へつながることを目的としました。
日本語学習者と触れ合う日本語教室は多文化共生の最前線ともいえるでしょう。講座では受

講者が活動を始めるにあたり、日本語教室での活動では、どのようなところに気を付けるべき
かオブザーバーとして参加した日本語教室ボランティアの方から話を聞いたほか、どのように
対応したらいいかなどを「マイクロアグレッション」＊をキーワードに、いろいろなことにつ
いて理解を深めました。ボランティアの方も日本語学習支援活動の中で、善意のつもりで言っ
た一言が、知らずのうちに相手を傷つけているのではないかなど振り返ることができました。
講座を通して、受講者の皆さんは日本語学習支援活動や対人場面での気づきやヒント、持つ

べき姿勢について理解を深めたと思います。
＊マイクロアグレッション：（微細な攻撃）明らかな「差別・偏見」ではないが、そうともとれる微妙な言動。
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日本語教室をとおして実現する多文化共生
～国際交流の輪を広げよう！～

だれもが安心できる場になるよう、「マイク
ロアグレッション」について学ぶとともに、
日本語教室の活動について考えてみる時間と
なりました。
受講者からは「また学習者と接するうえで

どのように話をすればいいか不安です」とい
う声がありましたが、グループセッションの
中で、「講座での内容を思い出し、心がける
ようにすれば特に怖いことではない」などの
励ましの声も上がりました。

地域の日本語教室は多文化共生の最前線で
もあります。日本語教室活動を通した多文化
共生の実現をテーマに、グループに分かれて
ディスカッションを行い、グループごとに発
表しました。
みなさんが書き出したポイントは多岐にわ

たりました。続いて、磯子区で横浜市内12番
目の国際交流ラウンジができるということで、
横浜市国際交流協会・運営団体から話があり
ました。

磯子区役所の職員による磯子区の外国につ
ながる方の状況・日本語教室についての説明
と、6つの地域日本語教室の方からの教室活動
の紹介がありました。受講者は普段聞けない
活動の話を聞き、疑問について質問したりと
貴重な時間になりました。
次に講師より文化・多文化・異文化・多文

化共生の言葉の定義及びその違いについて講
義がありました。

第1回
11/22(火)
13:30-16:30

第2回
11/29(火)
13:30-16:30

第3回
12/6(火)

13:30-16:30

多文化共生を実現する日本語教室って？

気付かないうちにしているかもしれない
差別って？

多文化共生を実現する日本語教室の活動を
考えよう！
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